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登録リスト（該当：307件）
  ≪  1  2  3  4  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 卒業生名簿(『西塩田公報』第47号(1951年3月10日)2頁)]	卒業生名簿(『西塩田公報』第47号(1951年3月10日)2頁)	この記事は、当時の卒業生の名前が書かれており、しかもフルネームである。
現代の学校では名簿を世間に出すことさえも厳重な取り扱いを求められているが、この時代には時報に載っている。

個人情報保護などは考えられていなかった時代ならではの記事で面白いと思った。

▼この記事は以下から参照できます
#1124 『西塩田公報』第47号(1951年3月10日)2頁	2021-12-14
	2	[image: 児童の体格について(『西塩田時報』第2号(1923年9月1日3頁))]	児童の体格について(『西塩田時報』第2号(1923年9月1日3頁))	この記事は当時の児童の体格について書かれている。また、日本全国と長野、西塩田小学校の３つの児童の体格の平均が比較されている。比較した後に、身体の発達に家庭でも一層のご注意を、などといった文面も見受けられる。

現代においても、このような記事を目にすることは多いのではないか。当時の記録がデータとしてしっかり残っている点が興味深かった。

▼この記事は以下から参照できます
#7 『西塩田時報』第2号(1923年9月1日)3頁	2021-12-14
	3	[image: 「西塩田時報」13号（1948年3月25日）1頁]	「西塩田時報」13号（1948年3月25日）1頁	自分は企業情報学にいるため新聞業の規範というタイトルに興味を持った。新聞業の人間が持つ責任や義務、その他の教訓のようなものが長々と書かれていた。自分たちも近代になり誰でも莫大な量の情報を扱えるようになった以上、見習うべきことや考えさせられることがあると感じた。#59 『西塩田時報』第13号(1924年12月1日)1頁　　この記事は以下から参照できます	2021-12-14
	4	[image: 「西塩田時報｣第4号（1946年11月25日）2頁]	「西塩田時報｣第4号（1946年11月25日）2頁	「武士道は死ぬことと見つけたり」という有名な言葉が目にとまり、その後のこの言葉をオマージュしているのを見てとても興味をそそられた。ことわざと実数値を使い食事という者の重要性をとき、人間的な生活の成立を軸に記事が立てられている。食事という行為について考えさせられる記事だ。#16 『西塩田時報』第4号(1924年1月1日)2頁	2021-12-14
	5	[image: さよなら「西塩田公報」過去の苦楽もまたなつかしい(『西塩田公報』第104号(1956年5月5日)4頁)]	さよなら「西塩田公報」過去の苦楽もまたなつかしい(『西塩田公報』第104号(1956年5月5日)4頁)	この記事は西塩田時報の最終刊の投稿である。
西塩田時報が地域で長く親しまれ人々に影響をどれだけ与えてきたのかが分かる内容だった。
西塩田時報がどれだけ優れた公報だったのか、どのような苦労や地域との関わりがあったのか読んでいてとても面白かった。
最終刊にあたり長く親しまれてきた公報が戦争を受けた言論統制以外での理由で廃刊を受けた人々の惜しい気持ちが当時の西塩田時報の立ち位置を示しているようで興味深かった。
▼この記事は以下から参照できます。
#1346 『西塩田公報』第104号(1956年5月5日)4頁	2021-12-14
	6	[image: 火鉢を囲んで (『西塩田時報』第4号(1924年1月1日)4頁)]	火鉢を囲んで (『西塩田時報』第4号(1924年1月1日)4頁)	この記事は人間にとって幸福とは何かについて文化生活論的な内容が小説のように書かれていた。

少々哲学的な内容に感じたが戦争が現在よりかは身近な時代に人々の争いについてどのように考えるのか記述があり、とても興味の引かれる内容だった。

人間にとっての幸せとは何なのか、どのような自覚を持つべきなのか考えさせられる文だった。

▼この記事は以下から参照できます。
#24 『西塩田時報』第4号(1924年4月1日)4頁	2021-12-14
	7	[image: 通知表の見方に就いて（『西塩田時報』第35号（1926年10月1日）3頁）]	通知表の見方に就いて（『西塩田時報』第35号（1926年10月1日）3頁）	通知表の評価についての小学校からの説明である。

「うちの子の評価がいつもより低いのはどうしてだ」というクレームを受けての記事だという。

しつこい保護者はこの時代にもいたんだなと思った。

▼この記事は以下から参照できます。
#31 『西塩田時報』第5号(1924年6月1日)3頁	2021-12-14
	8	[image: 廢刊の御挨拶(『西塩田時報』第204号(1940年10月30日)1頁)]	廢刊の御挨拶(『西塩田時報』第204号(1940年10月30日)1頁)	西塩田青年団が発行した『西塩田時報』が廃刊となる旨を伝える記事である。

1923年の発刊から高い志を持って続いてきた情報紙が、言論統制・防諜・資源節約を理由として廃刊になることに対し、発行人の無念が読み取れる。

▼この記事は以下から参照できます。
#911 『西塩田時報』第204号(1940年10月31日)1頁	2021-12-14
	9	[image: かつての成人の願い（『西塩田時報』第78号(1930年5月1日)3頁）]	かつての成人の願い（『西塩田時報』第78号(1930年5月1日)3頁）	コラムを書いた筆者が、戦争の傷が残る子ども時代に見た大人の世界は、
生きるために血眼で戦う醜い世界。
そんな時代の先で彼が望んだのは、何か世の中の役に立つ人間になることだった。


生きるために戦うことの醜さを知らない現代の日本の大人たちは、
戦いの時代になったら、彼にとっての醜い大人になってしまうのだろうか。
私は世の中の役に立つ大人になりたいとは思うものの、そういう人にならない確証は無い。
なるべく避けたいものだなと思った。


現代では多分考えないだろうこの価値観が面白いと思った。


▼この記事は以下より参照できます
#337 『西塩田時報』第78号(1930年5月1日)3頁	2021-12-14
	10	[image: 靑年團廻れ右！軍隊化を目指す文相新體制案 (『西塩田時報』第203号(1940年10月1日)1頁)]	靑年團廻れ右！軍隊化を目指す文相新體制案 (『西塩田時報』第203号(1940年10月1日)1頁)	この記事は、政府が地方を把握しきれていないと批判し、改善を提案している。

国民を機械にすることが新体制であるとまで言っており、日本が強くなる過程で国民が政府に絶対服従することは容認しつつ、逆に政府も完璧であることを求めているところが興味深い。

▼この記事は以下から参照できます。
#907 『西塩田時報』第203号(1940年10月1日)1頁	2021-12-14
	11	[image: 禁酒（『西塩田時報』第１号（1923年7月1日）4頁）]	禁酒（『西塩田時報』第１号（1923年7月1日）4頁）	「禁酒」という分かりやすいタイトルのもとに、健康のために禁酒をしましょう的な真面目な勧告文が書かれているかと思えば、今でいうラップのように韻を踏んでいる唄なのである。内容は禁酒を進めるものであるのだが、酒飲みをこれでもかとディスっている。ふざけているように見えるが、実際に堅苦しい文章よりも読み進めやすく、タイトルもデカデカと「禁酒」の2文字で目に留まりやすい。意外と考えられている記事なのかもしれない。

▼元記事はこちら
　https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0004.jpg	2021-12-14
	12	[image: 農村 (『西塩田時報』第108号(1932年11月1日)1頁)]	農村 (『西塩田時報』第108号(1932年11月1日)1頁)	これは農村の困窮についての記事です。時報のなかでもかなり新しいもので、農村で暮らす庶民のリアルな生活が書かれています。こういった時代のなかでも、より暮らしやすい世を目指すために声を上げる人がいるからこそ今の世があるのだと思いました。こういった姿勢を失わないようにしていきたいです。	2021-12-14
	13	[image: 雪國 (『西塩田時報』第27号(1926年2月1日)4頁)]	雪國 (『西塩田時報』第27号(1926年2月1日)4頁)	これは長野県の新聞社主催のスキー講習会の記事です。スキー自体は戦前からあったものと知っていたのですが、大正時代から今現在まで長野県で有名なスポーツとして楽しまれていることに文化としての完成度の高さを感じました。また、長野県も雪國としてふさわしい地なのだと思います。	2021-12-14
	14	[image: 働くものが幸福になる！　民主政府は總選擧で　總選擧に當り國民はいかにその貴き一票を行使するか？聞け!!村民の血の叫びを！(『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)1頁)]	働くものが幸福になる！　民主政府は總選擧で　總選擧に當り國民はいかにその貴き一票を行使するか？聞け!!村民の血の叫びを！(『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)1頁)	選挙において、よく考えて投票することを呼びかけている。

よく調べずに「名前を聞いたことのある人だから」という理由だけで投票してしまったことがあるので、とても身に沁みる。自分の一票が政治を変えるのだとよく意識して投票するべきだと感じた。

この記事は以下から参照できます。
#985 『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)1頁	2021-12-14
	15	[image: もつとほしい豫算（『西塩田時報』第30号（1949年9月20日）2頁）]	もつとほしい豫算（『西塩田時報』第30号（1949年9月20日）2頁）	記者の先生に対するインタビュー記事である。

戦前に比べて生徒たちの主体性を育むための授業が行われ始めたと分かる。教室内が明るく感じたものの、記者の印象としては生徒が授業中に話すことは室内の秩序が乱れていると感じたと分かる。	2021-12-14
	16	[image: 悲しみ多し（『西塩田時報』第16号(1925年3月1日)1頁）]	悲しみ多し（『西塩田時報』第16号(1925年3月1日)1頁）	これには自分や周りの人に対するふがいなさ、情けなさが書かれている。しかし終わりには「いまにみろ。」と強い言葉がある。

弱い者が自分や人に対してイライラすること。「ただ言われっぱなし、やられっぱなしなのではなく、いつか見返してやる日のために耐えているのだ。」と心の中には闘志がある様子。これらの見下されている人間の心情がよく感じられとても心引かれる記事だった。


▼この記事は以下から参照できます。
#71 『西塩田時報』第16号(1925年3月1日)1頁	2021-12-14
	17	[image: 卒業生の動き（『西塩田時報』第25号（1949年4月15日）5頁）]	卒業生の動き（『西塩田時報』第25号（1949年4月15日）5頁）	恋愛結婚とお見合いでの結婚のどちらが良いか聞かれた女学生の考えや意見を知ることができる。
現代では恋愛結婚が主流だが、戦後の時代では恋愛結婚をするなら親に反対されるのだと分かる。	2021-12-14
	18	[image: 記念『西塩田時報』第100号(1932年3月1日)]	記念『西塩田時報』第100号(1932年3月1日)	記念すべき第100号でこの時報ができた話やその前身について触れていた。昔の人もこのような節目を大切にしていて現代の人と同じ感覚なのが興味深かった。	2021-12-14
	19	[image: 心得『西塩田時報』第2号(1923年9月1日)4頁]	心得『西塩田時報』第2号(1923年9月1日)4頁	「お互いに用心しましょう」という小見出しで火の元の管理や衛生環境への注意が促されていて、発行されてから間もない時期はどんな記事を書くのか疑問でしたがこのような日常生活への注意もされていたのだなと思いました。	2021-12-14
	20	[image: 趣味に就いて（『西塩田時報[戦後]』第2・3号(1947年3月10日)6頁）]	趣味に就いて（『西塩田時報[戦後]』第2・3号(1947年3月10日)6頁）	この記事の作者は人々に趣味を見つけることを勧めている。趣味を見つけることで良い友情を結び、視野を広げ、豊富な経験や知識を効率的に持つことができると書かれている。

まるで現代文の教科書を読んでいるような気分になり、私も趣味を見つけて人生を豊かにしたいと思った。



▼この記事は以下から参照できます。
 #984 『西塩田時報[戦後]』第2・3号(1947年3月10日)6頁	2021-12-14
	21	[image: 何を意識するの??　(『西塩田時報』第94号(1931年9月1日)4頁)]	何を意識するの??　(『西塩田時報』第94号(1931年9月1日)4頁)	　現在皆さんは何を考えて生きていますか?
自分のこと、他の人のこと、また他のことを考えて
過ごしていると思います。ただこの時代は現在と違った
美徳について意識するように。と書かれている。
現在とは違った価値観が感じられる記事となっている。
　
　皆さんも他の人とは違う美徳を目指してみては?

出典元：
　『西塩田時報』第94号(1931年9月1日)4頁	2021-12-14
	22	[image: お酒はやめたほうがいいの? 禁酒（『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)4頁）]	お酒はやめたほうがいいの? 禁酒（『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)4頁）	　現在でお酒を飲む人がたくさんいると思う。そんな人たちに警告を鳴らす。
　「お酒は身体にあまりよくないのである。」
お金も使うし、身体も壊す。
お酒はほどほどに
(この話は誇張してます。酒は百薬の長ともいうので少しなら薬にもなります。)
お酒は飲んでも、お酒に飲まれないように

出典元：
　（『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)4頁）	2021-12-14
	23	[image: 『児童の体格について』（『西塩田時報』第2号（1923年9月1日）3頁）]	『児童の体格について』（『西塩田時報』第2号（1923年9月1日）3頁）	記事では日本全国・長野・西塩田小学校の児童の体格の平均を比べたもので、この村の児童の体格があまり良くないということが述べられている。

3つのデータから、どういった児童がどのような部分で全国・長野の平均を上回っているのかがよくわかる。

地域を感じさせる記事で興味深かった。

この記事は以下から参照できます
#7 『西塩田時報』第2号(1923年9月1日)3頁	2021-12-14
	24	[image: 地方選挙に望む『西塩田青年団報』第4号(1946年11月25日)1頁]	地方選挙に望む『西塩田青年団報』第4号(1946年11月25日)1頁	選挙の理由や意義または仕組みなどが書いてあった。選挙の制度が地方選挙では村長・議会議員・知事などを決める。選挙に出るものは私的な欲望ではなく、村の代表として信頼される人物が望ましいとも記述してあった。
今でも選挙が行われており、昔の名残も残っているように感じ、面白いと思った。
『西塩田青年団報』第4号(1946年11月25日)1頁	2021-12-13
	25	[image: カメラ『西塩田時報』第2号(1923年9月1日)4頁]	カメラ『西塩田時報』第2号(1923年9月1日)4頁	これは日常を題材にした短編小説のような記事だ。
A氏について書かれており、死や幸福など対比的な内容が魅力的だと感じた。
割と文章全体が短くてすぐに読めたので面白いと感じました。


この記事は以下から参照できます。
『西塩田時報』第2号(1923年9月1日)4頁	2021-12-13
	26	[image: ああ、感激の優勝旗（『西塩田時報』第204号(1940年10月31日)6頁）]	ああ、感激の優勝旗（『西塩田時報』第204号(1940年10月31日)6頁）	この資料は、上田市営運動場という場所で行われた体育大会の様子を記している。上田市営運動場という場所を調べて見たがどの施設のことを指しているのかがハッキリしなかった。というのも、この運動会が開催された昭和15年（1940年）には上田城跡公園陸上競技場はあったが、当時から陸上競技場という名で呼ばれていたと思われるため（勝俣英吉郎の銅像に記されている碑文に陸上競技場と記されていることから）、運動場という名前で新聞に載せるかどうかが怪しいと判断したためである。この体育大会では現在も競技として残っている100M走や800Mリレーの他に、バトンの代わりに俵を用いたリレーや手榴弾投という現在にはあまり聞かない競技が記されている。

現在の新聞では大会が開催されたことを掲載する際は、結果しか載せないことが多い	2021-12-13
	27	[image: 農村の若人に（一）（『西塩田時報』第121号(1933年12月1日)4頁）]	農村の若人に（一）（『西塩田時報』第121号(1933年12月1日)4頁）	この文章は、匿名のYさんから農村の若者に向けた物である。
世界は戦争や疫病により、落ちぶれてしまっている。世界では資本主義や社会主義、科学を主体とする思想も広がっている。日本もそれを色々と真似ようとしているが、執筆者から見たら、立派な青年（日本）が不良な青年（外国）と遊んでいて悪い癖を覚えさせられているように感じられているそうだ。現に世界恐慌の際、労働者と資本家も苦しんでいる中で、大資本家や国際的な資本家は卑しく笑っていた。また、人間は自ら見つけた科学を全力で成長させてきた。その科学は完全に人間の上に立ち、一切の指令権を持つようになり、人間は科学に職を追われ科学の犠牲になりつつある。歴史ある美しき日本を守れ。そして、大和魂を持って世界を再生することが使命である。

ある程度理解	2021-12-12
	28	[image: 新學制の教科について（『西塩田時報[戦後]』第5号(1947年5月20日)3頁）]	新學制の教科について（『西塩田時報[戦後]』第5号(1947年5月20日)3頁）	この記事には学校で習う教科の変更について書かれている。ここでいう社会科が私たちの思うそれとは異なっている。ここでいう社会科とは「社会生活についての良識と性格とを学ぶこと」が目的になっていて、そのギャップが面白く感じた。

https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0991.jpg	2021-12-12
	29	[image: 禁酒（『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)4頁）]	禁酒（『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)4頁）	まず、タイトルに惹かれた。「禁酒」と書かれていてどうしても気になった。作者が記されておらず、誰が何のために書いたのかすらわからない。どこか唄のような感じで述べられていて読みやすい。この文章の中で「やけのヤン八喧嘩野郎」の語呂とリズムが心地よく感じた。
この文章自体が謎すぎてクスッと笑ってしまった。

https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0004.jpg	2021-12-12
	30	[image: 家庭心得帖『西塩田公報』第67号(1953年4月5日)4頁]	家庭心得帖『西塩田公報』第67号(1953年4月5日)4頁	「家庭心得帖」というタイトルで、包丁のサビのとり方
や料理のレシピなどが掲載されている。

西塩田時報の記事の中にとても家庭向けの内容が書いてあったので驚いた。

この記事は以下から参照できます。
#1198 『西塩田公報』第67号(1953年4月5日)4頁	2021-12-11
	31	[image: 知って居て重宝な家庭メモ『西塩田公報』第95号(1955年8月5日)4頁]	知って居て重宝な家庭メモ『西塩田公報』第95号(1955年8月5日)4頁	「知って居て重宝な家庭メモ」というタイトルで、衣類にチューインガムがついた時の取り方など生活の豆知識が記載されている。

地域の出来事が多く書かれているイメージだったのでこの様な内容が書かれていて面白いと感じた。

この記事は以下から参照できます。
#1310 『西塩田公報』第95号(1955年8月5日)4頁	2021-12-11
	32	[image: 第三農村の疲弊（『西塩田時報』第124号(1934年3月1日)1頁）]	第三農村の疲弊（『西塩田時報』第124号(1934年3月1日)1頁）	私が興味を引かれたのは、「第三農村の疲弊」という記事。
インフレ景気において利潤を得る都市部の市場と比較し、経済状況に苦しむ地方農村の状況を述べている記事だった。
私が面白いと思ったのは、地元紙であるからこうした苦境に立たされている農村の人々に寄り添い、政治に批判的な内容を書くのかと思いきや、逆に自分たちの批判的な心を改めるべきだと述べている事だ。戦争が近づく中で、国に対する忠誠心なども高められてきたことも関係しているのだろうか、と推測でき、興味深かった。

この記事は以下から参照できます。
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0549.jpg	2021-12-11
	33	[image: 朝鮮人の結婚式（『西塩田時報』第4号(1924年4月1日)4頁）]	朝鮮人の結婚式（『西塩田時報』第4号(1924年4月1日)4頁）	私が興味を引かれたのは、「朝鮮人の結婚式」という記事。
これは朝鮮人の結婚形態を日本との違いも踏まえて紹介した記事だったが、興味を引かれたポイントはその内容ではなく、この記事が発行された年。
この記事が発行されたのは大正13年(西暦1924年)で、大正12年の朝鮮人大虐殺が起こった関東大震災の一年後だった。関東では朝鮮人への憎悪が残っていたであろうこの時代に、地方では朝鮮人の和やかな記事が出せたというのは、当時はそれだけ都市と地方が隔絶していて情報が行き届いていなかったのだろうか、とか、地方の人々はそもそも他人事で憎悪を感じていなかったのか、といういくつかの推測を私に抱かせた。
真偽のほどは不明だが、歴史的背景を含めて考察ができるというのも、貴重な価値を持つ文献だと思った。

この記事は以	2021-12-11
	34	[image: 第二次農地改革に就て(『西塩田青年団報』第4号(1946年11月25日)1頁)]	第二次農地改革に就て(『西塩田青年団報』第4号(1946年11月25日)1頁)	農地改革に関する記事。

戦後日本で行われた政策のひとつである農地改革の実際の内容を見て取れる。
これにより土地を得た人と取り上げられた人がいることが良くわかる。
農地委員か地方長官の許可がないと取得・取り上げが行えず行政の管理下に置かれている。


▼この記事は以下から参照できます。
#963 『西塩田青年団報』第4号(1946年11月25日)1頁	2021-02-10
	35	[image: 本秋の麥作に就て(『西塩田青年団報』第2号(1946年9月20日)1頁)]	本秋の麥作に就て(『西塩田青年団報』第2号(1946年9月20日)1頁)	麥作に関する記事。
各農家へのお願いが書かれている。

食糧危機ながらも乗り越え、稲作も順調に進んだとあり、食糧不足に光明をもった様子。
肥料不足は続いている模様。

▼この記事は以下から参照できます。
#955 『西塩田青年団報』第2号(1946年9月20日)1頁	2021-02-10
	36	[image: 事業部の構想(『西塩田青年団報』第1号(1946年8月25日)2頁)]	事業部の構想(『西塩田青年団報』第1号(1946年8月25日)2頁)	戦後、西塩田青年団報となった。
「事業部の構想」の記事。

終戦後の復興に向けた心構えや意気込みが見て取れる。
食糧不足も続いており、遊休土地の利用や未利用資源の活用などぎりぎりの状況である。

▼この記事は以下から参照できます。
#952 『西塩田青年団報』第1号(1946年8月25日)2頁	2021-02-10
	37	[image: 農會欄(『西塩田村公報』第11号(1943年11月10日1頁)]	農會欄(『西塩田村公報』第11号(1943年11月10日1頁)	農會欄の記事。

戦況の激化に伴い、輸送船や国内外の食糧が不足していること。増産のための肥料・資材がなくそれでも増産をしなければならないという苦しさが見て取れる。

▼この記事は以下から参照できます。
#949 『西塩田村公報』第11号(1943年11月10日)1頁	2021-02-10
	38	[image: 昭和二年度西塩田青年団歳入予算（『西塩田時報』第190号（1927年6月1日 4項）））]	昭和二年度西塩田青年団歳入予算（『西塩田時報』第190号（1927年6月1日 4項）））	昭和2年度の青年団の予算が書いてある。
当時はまだ円の価値が低いために、現在よりも格段に小さい数だが、計算方法は現在と一緒である。	2021-01-28
	39	[image: 翼賛壮年圑・青少年圑(『西塩田村公報』第10号(1943年8月25日)3頁)]	翼賛壮年圑・青少年圑(『西塩田村公報』第10号(1943年8月25日)3頁)	翼賛壮年圑：緊急食糧增産確保並労力対策協議会の記事。食糧増産のために中学校から動員するなどの内容。

青少年圑：食糧增産運動の記事。

緊急と名付けられるほどのひっ迫している状態であると考えられ、荒廃地を改善し生産しているがそれでも不足しているのが伝わる。


▼この記事は以下から参照できます。
#947 『西塩田村公報』第10号(1943年8月25日)3頁	2021-01-27
	40	[image: 九月の增産暦(『西塩田村公報』第10号(1943年8月25日)2頁)]	九月の增産暦(『西塩田村公報』第10号(1943年8月25日)2頁)	農會欄の記事。

以前の記事にも記載されていた気象状況の悪さが影響している。作物の病気が発生しており食糧不足の中でとても厳しい状況になっていると考えられる。
また肥料の不足も起きておりやるべき事が多くなっていると思われる。

▼この記事は以下から参照できます。
#946 『西塩田村公報』第10号(1943年8月25日)2頁	2021-01-27
	41	[image: 增産の暦(『西塩田村公報』第9号(1943年6月15日)2頁)]	增産の暦(『西塩田村公報』第9号(1943年6月15日)2頁)	生産に関する水利や代作などについての記事。

植付不能地があれば代作の作付や潅水せず抑制はなしにするなどひたすら食糧を作ることをしなければないような状況になっていることが見て取れる。

▼この記事は以下から参照できます。
#942 『西塩田村公報』第9号(1943年6月15日)2頁	2021-01-27
	42	[image: 六月の常會(『西塩田村公報』第9号(1943年6月15日)1頁)]	六月の常會(『西塩田村公報』第9号(1943年6月15日)1頁)	食糧增産國民皆働ノ件の記事。

中学校や市街地、工場などからも食糧増産のために人が集められていることが分かる。


▼この記事は以下から参照できます。
#941 『西塩田村公報』第9号(1943年6月15日)1頁	2021-01-27
	43	[image: 農會欄(『西塩田村公報』第8号(1943年5月5日)2頁)]	農會欄(『西塩田村公報』第8号(1943年5月5日)2頁)	食糧増産のための優良種苗の育成などについての記事。

“本年の不順な氣候は全く未曾有のこと…”とあり気候が悪く食糧生産に懸念があることが示唆されている。

▼この記事は以下から参照できます。
#938 『西塩田村公報』第8号(1943年5月5日)2頁	2021-01-27
	44	[image: 五月の常會(『西塩田村公報』第8号(1943年5月5日)1頁)]	五月の常會(『西塩田村公報』第8号(1943年5月5日)1頁)	農繁期の食糧生産についての記事。

麥(むぎ)や甘藷(かんしょ＝さつまいも)の生産量を増やし、農家だけでなく皆で協力して食糧戦に勝とうという内容。

▼この記事は以下から参照できます。
#937 『西塩田村公報』第8号(1943年5月5日)1頁	2021-01-27
	45	[image: 本村供米-九割-(『西塩田村公報』第7号(1943年3月30日)4頁)]	本村供米-九割-(『西塩田村公報』第7号(1943年3月30日)4頁)	公報左下にあった呼びかけ。

3月であるため米の生産はあまりなく切り詰めて供米していると考えられる。
また呼びかけの内容から国のためと戦争協力していたことが窺える。

▼この記事は以下から参照できます。
#934 『西塩田村公報』第7号(1943年3月30日)4頁	2021-01-27
	46	[image: 農會欄(『西塩田村公報』第7号(1943年3月30日)2頁)]	農會欄(『西塩田村公報』第7号(1943年3月30日)2頁)	農會欄の記事。

太平洋戦争の開戦から二年三か月ほど経過し、日中戦争からのワード“増産”は変わらないが“決戦”というワードが出始めてきた。
「全村民國民學校を總動員して…」とい内容もあり人手不足も見られる。

▼この記事は以下から参照できます。
#932 『西塩田村公報』第7号(1943年3月30日)2頁	2021-01-27
	47	[image: 農會欄(『西塩田村公報』第3号(1942年2月15日)2頁)]	農會欄(『西塩田村公報』第3号(1942年2月15日)2頁)	農會欄での“昭和十七年度農業增産に就て”という太平洋戦争の始まりによる食糧確保についての記事。

アメリカとの戦争がはじまり農民には食糧自給から国家食糧の確保という立場に変わり今後の生活が厳しくなっていくことを思わせる記事となっている。

▼この記事は以下から参照できます。
#924 『西塩田村公報』第3号(1942年2月15日)2頁	2021-01-27
	48	[image: 農會欄(『西塩田村公報』第1号(1941年3月30日)2頁)]	農會欄(『西塩田村公報』第1号(1941年3月30日)2頁)	農會欄における食糧增産推進講習會開催などの記事。

中国との戦争による物資不足が見え始めてきたと考えられる。

▼この記事は以下から参照できます。
#920 『西塩田村公報』第1号(1941年3月30日)2頁	2021-01-27
	49	[image: 私の『西塩田時報』面白記事ピックアップ②]	私の『西塩田時報』面白記事ピックアップ②	『ムシ歯予防デー（昭和12年6月1日）』通しp732
『ムシ歯予防デー（昭和12年6月1日）』についての私の意見を述べる。『歯の衛生と農村保健運動とは重大な関係を持つて居ります。』という書き出しにインパクトを感じ選んだ。現在の「歯と口の健康習慣」（6月4日～10日）はこの虫歯予防デーが元である。私は予防医療が浸透した時代に生まれたが、予防医療の発達以前はどのような取組み・姿勢だったのか興味がある。当該記事では『病は口より入る』の諺や『私達の病気は口から入つていくと言つてもいい位で、言はば病気の通路みたいなものと言へる』と、概念的に理解しやすいような記述が見られる。	2021-01-10
	50	[image: 私の『西塩田時報』面白記事ピックアップ①]	私の『西塩田時報』面白記事ピックアップ①	『部落ニュース（昭和12年5月7日）』通しp727～728
私が面白いと思ったのは『部落ニュース（昭和12年5月7日）』だ。部落ごとのあらゆる事柄が記録されている。現在でいう町内会単位での出来事が書かれていることにたいへん驚いた。というのも、決定事項や行事に関する事柄についての記録は現在であれば町内会・自治会で共有される枠を超えることは少ないからである。そういった比較的クローズドな記録が西塩田全域で共有されていることに、地域ネットワークとしての西塩田時報の範囲の広さを感じた。また、昭和12年（1937年）当時は戦時下ということで、女性の連帯組織の活動がたいへん多かったのだと分かる。「倉野」の欄には、「女子消防組」や「パン講習」の記録がある。いずれも戦時下での空襲対策や食糧確保の一環としての講習会であろ	2021-01-10
	51	[image: HOWTO本(『西塩田時報』第31号(1926年6月1日)1頁)]	HOWTO本(『西塩田時報』第31号(1926年6月1日)1頁)	「乳児の育て方」と言うタイトルで、小さい赤ちゃんの様子から、どの様にお世話したら良いのかが細かく書いてあります。
離乳食のレシピや、外出についてのアドバイスなど、
読んでいてとても面白かったです。

「地域の記録」と言うイメージが強かった為、この様な内容の記事もあるのだなと驚きました。	2020-12-22
	52	[image: 驚くべき不正肥料(『西塩田時報』第33号(1926年8月1日)4頁)]	驚くべき不正肥料(『西塩田時報』第33号(1926年8月1日)4頁)	数多くある記事の中でも、タイトルが目についたのでつい読んでしまいました。

「とんでもない成分が入っていて、ぐんぐん育っちゃう肥料なのだろうか」と想像しながら読んだのですが、
書いてあるのは、
「表示されている成分量と、実際に入っている成分量が違う」という「不正肥料」でした。

今も昔も問題になる事は同じですね…	2020-12-22
	53	[image: 太平洋戦争における上田地域の状況]	太平洋戦争における上田地域の状況	上田地域は上田合戦や太平洋戦争など数々の戦いに関わっているが、とりわけ日本の総力を挙げて戦った太平洋戦争では様々なモノ・事・人に影響が出ている。そのような状況を上田地域ではどのようであったのか調査したいと思う。どんな生活だったのか、行政は何をしていたのかなど見ていき当時の戦争を考えていきたい。ネット情報や「西塩田時報」のような資料、国会図書館デジタルコレクション、上田市立公文書館などで戦争に関する資料(農業や徴兵、訓示など)を調べる予定。

「西塩田時報」を中心に調べた結果。
農會欄(『西塩田村公報』第1号(1941年3月30日)2頁)
農會欄(『西塩田村公報』第3号(1942年2月15日)2頁)
	2020-12-21
	54	[image: 上田市の活動について]	上田市の活動について	上田市は、これまで地域のために様々な活動をしてきた十思う。それらの活動を切り取ってひとつひとつ紹介していきたいと考えた。

西塩田時報や市のホームページを参照していきたい。	2020-12-21
	55	[image: 『西塩田時報』第20号(1925年7月1日)2頁]	『西塩田時報』第20号(1925年7月1日)2頁	犬に鑑礼をすることを記事にしており、納税人の便宜上各町村長より交付されることが書かれている。少しクスっと笑ってしまった記事であった。


https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0088.jpg	2020-12-20
	56	[image: 西塩田時報第4号　大正13年4月1日]	西塩田時報第4号　大正13年4月1日	村役場の、土木に関する調査の結果や、小学校で入学した生徒の人数などが記載されている。これにより、この時の西塩田の様子や、どれだけの学生が存在していたかを知ることができてとても興味深いと思う。
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0022.jpg	2020-12-19
	57	[image: 卒業生の名簿（『西塩田公報』第47号(1951年3月10日)2頁）]	卒業生の名簿（『西塩田公報』第47号(1951年3月10日)2頁）	この記事は西塩田時報に載っていた当時昭和26年3月の卒業生の名前が書かれています。

この記事の面白いところは今では恐らくあり得ないということです。

卒業生の名簿は顔写真が載っていないとしても名前は立派な個人情報です。
今の世の中で例えるならば、新聞にどこの学校を卒業した何組の誰さんと載る訳で様々な親御さんがいる中、このようなことになれば当然のごとくクレームが入るのではないかと思います。

誰でも読むことができる時報に公に個人情報を載せられるのはこの時代だからこそだと思うので、今とは異なるという意味で面白いなと感じました。

▼この記事は以下から参照できます。
#1124 『西塩田公報』第47号(1951年3月10日)2頁	2020-12-16
	58	[image: 思い浮かぶまで『西塩田時報』第109号(1932年12月1日)4頁]	思い浮かぶまで『西塩田時報』第109号(1932年12月1日)4頁	この記事はどこか悲しい冬の思いを語られています。
幼いときからの思い出など、冬になると思い出し春が訪れるのを待っています。


▼この記事は以下から参照できます。
#480 『西塩田時報』第109号(1932年12月1日)4頁	2020-12-15
	59	[image: 雑草　（『西塩田時報[戦前]』第30号(大正13年12月1日)４頁）]	雑草　（『西塩田時報[戦前]』第30号(大正13年12月1日)４頁）	この記事は大正13年12月1日に書かれた記事です。

雑草という題名と季節に惹かれて選びました。12月のはじめという冬の寒さを表しており、水槽の水の色も草の色も変わり冬本番を表した記事になっています。
冬の様子や景色など書かれていてとうじの冬を感じられます。

▼この記事は以下から参照できます。
#62 『西塩田時報』第13号(1924年12月1日)4頁	2020-12-15
	60	[image: ビタミンの話(『西塩田時報』第5号(1946年12月25日)3頁)]	ビタミンの話(『西塩田時報』第5号(1946年12月25日)3頁)	ビタミンについて説明している記事である。(一)ビタミンの人体内に於ける役割、(二)ビタミンの種類、(三)主なるビタミンの分布並に缺乏性という3つの小見出しがある。昭和21年12月25日までに見つかっていた主なビタミンの種類や効果が文章や表形式で分かりやすく説明されている。

ビタミンをVと略していることや、昭和21年12月25日までのビタミンについての情報が分かりやすく書かれていて面白いと思ったため、この記事を採り上げた。

▼この記事は以下から参照できます。
#973 『西塩田青年団報』第5号(1946年12月25日)3頁	2020-12-14
	61	[image: 夏の料理『西塩田時報[戦後]』第16号(1948年6月25日)2頁]	夏の料理『西塩田時報[戦後]』第16号(1948年6月25日)2頁	家庭で作る夏の料理のレシピを紹介した記事。
「いかの桃和え」や「れんこん飯」「エッグのプラントサラダ茄子のサラド」など馴染みのないレシピが紹介されている。

文字を追って工程を想像するだけでも楽しい。
これを参考にすれば昭和の料理を味わうことができるかもしれない。


名前の間違いがペンで直されているのもレアではないだろうか。



▼この記事は以下から参照できます。
『西塩田時報[戦後]』第16号(1948年6月25日)2頁	2020-12-14
	62	[image: 入学前の家庭教育に就て（『西塩田時報[戦後]』第1号(1947年1月25日)2頁）]	入学前の家庭教育に就て（『西塩田時報[戦後]』第1号(1947年1月25日)2頁）	この記事は、親御さん宛に、小学校入学前の子どもに教育しておいてほしいことが書かれている。

親であれば教えているような基本的な内容ではあるが、箇条書きで、マナーから、友達や先生との接し方、家庭での生活に関わることまで、とても細かく書かれていて驚いた。
わたしが小学校に入学するときに「これはできていないとだめ」「せんせいやともだちとはなかよくしなさい」などと教育された覚えがない。当時西塩田地域では記事のように徹底して教育されていたのだろうか。この記事を読んでから、この時代の教育に興味が湧いた。


▼この記事は以下から参照できます。
#976 『西塩田時報[戦後]』第1号(1947年1月25日)2頁	2020-12-14
	63	[image: 禁酒(『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)4頁)]	禁酒(『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)4頁)	禁酒を勧めている記事である。酒を飲むことで起こる影響が多く書かれている。

一文の終わりが「～ない。」と書かれている文章が多いため、韻を踏んでいるラップ調に見えることと、酒を飲んでだらしなくなった人の様子が想像できるほど、酒による影響が直接的で分かりやすく表現されていて面白いと思ったため、この記事を採り上げた。

▼この記事は以下から参照できます。
#4 『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)4頁	2020-12-14
	64	[image: 緑化運動に寄せて『西塩田時報[戦後]』第14号(1948年4月25日)1頁]	緑化運動に寄せて『西塩田時報[戦後]』第14号(1948年4月25日)1頁	緑化運動についての意見が書かれた記事。戦争によって失われた信州の情景の美しさ心の豊かさを説き、気持ちを奮い起こさせている。


『戦いは破壊のみに終つた。』
戦後の景色と人々の思いが伝わってくる最初の一文。

戦後まだ間もない人たちの、緑を、信州を愛する思いに触れ、私たちも今一度、森林問題について関心を向けるべきであると思わせられる。



▼この記事は以下から参照できます。
 『西塩田時報[戦後]』第14号(1948年4月25日)1頁	2020-12-14
	65	[image: 第一回女性討論會開かる（『西塩田時報[戦後]』第13号(1948年3月25日)3頁）]	第一回女性討論會開かる（『西塩田時報[戦後]』第13号(1948年3月25日)3頁）	この記事は、昭和23年3月11日に女性のみが集まって行われた討論会の内容について書かれている。

この記事の面白いところは、当時の女性たちの抱えていた問題や、彼女たちの考えを知ることができるという点である。
特に「結婚上の問題について」という項目から、当時らしい寵愛結婚か見合結婚かという議論や、現代でも増えている結婚の簡略化や結婚費用の問題などについて討論されていたことに対して、興味深く感じられた。

▼この記事は以下から参照できます。
#1009 『西塩田時報[戦後]』第13号(1948年3月25日)3頁	2020-12-14
	66	[image: 広告(『西塩田時報』第193号(1939年12月1日)2頁)]	広告(『西塩田時報』第193号(1939年12月1日)2頁)	1941年に太平洋戦争が開戦することを考えると、まだ随分豊かな広告が流れていたと思い、気になった。誰に向けた広告なのだろうか。

地主が居たことを考えると、その富裕層に向けたものであるかもしれない。戦地の兵隊のためにこれを購入し送るものもいたかもしれない。	2020-12-14
	67	[image: 『西塩田時報』第3号(1923年11月30日)1頁]	『西塩田時報』第3号(1923年11月30日)1頁	『弱きものよ、汝の名は農民なり』という題名の、秀三という人の詩のようなものが載せられている。
この詩は、サブタイトルに「～わが農村の人たちへ送る～」とあるように、西塩田の農民の人たちを鼓舞し励ましつつも政府を風刺している。
この記事は、西塩田時報が西塩田の人々に寄り添ったものであることがよくわかる記事で、詩の内容もとてもいい詩だなと感じられるものだった。

▼この記事は以下から参照できます。
#9『西塩田時報』第3号(1923年11月30日)1頁	2020-12-14
	68	[image: 人間のくひもの（『西塩田時報』第67号(1929年6月1日)4頁）]	人間のくひもの（『西塩田時報』第67号(1929年6月1日)4頁）	この記事は「人間のくひもの」という見出しで、恐らく川邊時報を見た人が書いたと思われるものです。

人が食べるものを６つの項目に分けてその特徴と共に書かれています。

この記事では、今で言う五大栄養素のようなものだと思いますが、5番目に「液体をあたへるもの」と書かれているのを見た時に、急に項目の毛色が変わったように感じ面白いなと思いました。

また、最後のそれぞれの項目に当てはめた６つのアドバイスのようなものを見た時には思わずクスッと笑ってしまいました。

▼この記事は以下から参照できます。
#294 『西塩田時報』第67号(1929年6月1日)4頁	2020-12-14
	69	[image: 『西塩田時報』第15号(1925年2月1日)1頁]	『西塩田時報』第15号(1925年2月1日)1頁	この記事の主な内容は、補習教育についてである。
現代より前から補習というものがあったことがわかる。
「人間の改良こそ、凡ての改良案の出発点で到着点であらねばなりません。」という文章があり、補習教育がどのような目的であるのか改めて理解できる。

▼この記事は以下から参照できます。
#67『西塩田時報』第15号(1925年2月1日)1頁	2020-12-14
	70	[image: 西塩田時報]	西塩田時報	戦後初の創刊。	2020-12-14
	71	[image: 西塩田時報]	西塩田時報	配給の欄が存在する。	2020-12-14
	72	[image: 「西塩田時報」第104号(1956年5月5日)]	「西塩田時報」第104号(1956年5月5日)	西塩田時報が廃刊になる最後の刊の、最後のページである。
筆者目線から時報や広報が残ることの意味を考えていて、興味深いものだと思う。	2020-12-14
	73	[image: 「西塩田時報」戦後　第10号・11号　(1947年11月30日)]	「西塩田時報」戦後　第10号・11号　(1947年11月30日)	日本の敗戦後の復興について語っている。
過ちを認め、反省することで先の未来が待っていると言っていて、マスメディアとして素晴らしいと思った。	2020-12-14
	74	[image: 『西塩田時報』第3号(1923年11月30日)1頁]	『西塩田時報』第3号(1923年11月30日)1頁	『弱きものよ、汝の名は農民なり』という題名の、秀三という人の詩のようなものが載せられている。
この詩は、サブタイトルに「～わが農村の人たちへ送る～」とあるように、西塩田の農民の人たちを鼓舞し励ましつつも政府を風刺している。
この記事は、西塩田時報が西塩田の人々に寄り添ったものであることがよくわかる記事で、詩の内容もとてもいい詩だなと感じられるものだった。

▼この記事は以下から参照できます。
#9『西塩田時報』第3号(1923年11月30日)1頁	2020-12-14
	75	[image: 祝　成人（『西塩田時報』第78号（1954年2月5日）1貢）]	祝　成人（『西塩田時報』第78号（1954年2月5日）1貢）	モノクロではあるが成人式の様子として写真が載っていて目にとまった。

日本文化を継承し創造、発展させる責任があることを自覚するように書かれていたり、若い人の元気や良さを失わないようにと書かれている。

今年成人になるので成人としての自覚を持って行動するべきだと感じた。

▼この記事は以下から参照できます。
#1231 『西塩田公報』第78号(1954年2月5日)1頁	2020-12-14
	76	[image: 桑樹栽培法（『西塩田時報』第48号（1927年11月1日）1貢）]	桑樹栽培法（『西塩田時報』第48号（1927年11月1日）1貢）	蚕都上田と呼ばれるほど蚕業が盛んであった上田であるが、餌となる桑の品質管理の大変さや飼育の苦労さが書かれている。

長野県は春は掃立と呼ばれる附加した蚕を蚕座に移して飼育する作業が遅く、秋は早く寒くなってしまうため成長期間が短い。長ければ長いほど良いため改正する必要がある。

小学校の時に蚕を飼育したことがあるのでこの記事に興味を持った。

▼この記事は以下から参照できます。
#207 『西塩田時報』第48号(1927年11月1日)1頁	2020-12-14
	77	[image: 「西塩田時報」第4号(1946年11月25日)1項]	「西塩田時報」第4号(1946年11月25日)1項	日本国憲法が掲載されている。記事の日付からも確認できるだろうが、日本国憲法の公布日は1946年11月3日であるのに対しこの記事は25日の記事だ。つまり当時としてはまだ交付されたばかりの憲法は非常に重要でタイムリーな情報だったのであろうことがわかる。	2020-12-14
	78	[image: 「西塩田時報」第119号(1933年10月1日)4項]	「西塩田時報」第119号(1933年10月1日)4項	西塩田時報」第119号(1933年10月1日)4項に掲載された記事。中でも「野尻湖遊覧の今昔」という記事は私たちにとっての昔の記事が、その私たちにとっての昔という時系列的な地点から見た昔を考察するという点において非常に面白いものである。	2020-12-14
	79	[image: 村のトピック (『西塩田公報』第95号(1955年8月5日)4頁)]	村のトピック (『西塩田公報』第95号(1955年8月5日)4頁)	村のどこで何が行われていたのか、ということはあまり知らないこともあるのではないだろうか。この記事では、村のどこでどんなことがあったのかトピックにまとめられており、分かりやすく知ることができる。

かねてより懸案中だった新型モーターを買ったというトピックもあれば、映画会を行なったり労組県大会に出場といったりした様々な村の様子を知ることができる。中にはユーモアにあふれたトピックもあり、見てみるだけでも面白いのではないかと思う。


▼この記事は以下から参照できます。
#1310 『西塩田公報』第95号(1955年8月5日)4頁	2020-12-14
	80	[image: 民主々義と現代青年の任務(『西塩田時報』第1号(1946年8月25日)3頁)]	民主々義と現代青年の任務(『西塩田時報』第1号(1946年8月25日)3頁)	戦後日本が民主主義を採用することは必然であり、日本独自のデモクラシーを建設して日本の存在意義や世界への貢献としようという記事。

終戦後日本は民主主義国家へとなっていくがアメリカやイギリスの真似ではなく日本独自の天皇を戴く民主主義を建設しなければならないといったような内容が書かれており、国家のアイデンティティというものを考える面白い記事である。

▼この記事は以下から参照できます。
#953 『西塩田青年団報』第1号(1946年8月25日)3頁	2020-12-14
	81	[image: タバコ被害を無くすために（「西塩田時報」第98号（1955年11年5日）1項）]	タバコ被害を無くすために（「西塩田時報」第98号（1955年11年5日）1項）	この記事は、タバコの被害に関した記事なのだ。私は、この記事を見て、この時代にもタバコ被害があったということに驚いたからだ。
しかし、このタバコ被害は現代とは少し違く、タバコ栽培と養蚕経営者との問題であった。

時代背景が良くわかる記事でとても面白いと思う。

この記事は以下から参照できます。
#1319 『西塩田公報』第98号(1955年11月5日)1頁	2020-12-14
	82	[image: 虫牙虫発生と防除法（「西塩田時報」第4号（1946年11月25日）1項]	虫牙虫発生と防除法（「西塩田時報」第4号（1946年11月25日）1項	私は、この記事が面白いと思った。この記事には、この時代の農作物情報も載っており、豆牙虫の防除方法まで書いてある。

また、この時代にこの虫のせいで大きな損をしたことも書いてあり、時代背景が良くわかる記事だなと思った。

この記事は以下から参照できます。
#963 『西塩田青年団報』第4号(1946年11月25日)1頁	2020-12-14
	83	[image: 麥の増産に就て(『西塩田時報』第11号(1943年11月10日)1頁)]	麥の増産に就て(『西塩田時報』第11号(1943年11月10日)1頁)	農會欄での記事。
戦争の影響による食糧不足となっているため、増産させようという内容。

戦争の影響の他に“大東亜戦を勝ち抜く爲にとどんな苦痛も御互に忍んで行きませう。”といった戦争に対する国民の精神をも見て取れる記事であり、大東亜戦争の歴史の一端を知ることができる。

▼この記事は以下から参照できます。
#949 『西塩田村公報』第11号(1943年11月10日)1頁	2020-12-14
	84	[image: 家庭メモ (『西塩田公報』第83号(1954年8月5日)4頁)]	家庭メモ (『西塩田公報』第83号(1954年8月5日)4頁)	今では衣服にしみを付けてしまったらしみ取りで簡単に取ることができます。しかし、昔の人たちはどうしていたのでしょうか。そのようなことを知ることができるのかこの記事です。

身近にあるもので工夫してどのように生活してきたのか、という家庭の工夫が詰まっています。今の便利になった世の中から見たら、こんなものでこんなことをしていたのかという過去の新たな発見をできる面白い記事なのではないでしょうか。
この家庭メモはしみ取りのほかにも、おいしいイモの食べ方や秋の漬物のレシピなど先人たちの知恵が詰まった記事になっています。いまでも役立つ知恵がたくさん出てくるので、気になるものを探してみるのもいいかもしれません。


▼この記事は以下から参照できます。
#1260 『西塩田公報』第83号(1954年8月5日)4頁	2020-12-14
	85	[image: 火鉢を圍んで(西塩田時報第4号(1924年4月1日)4頁)]	火鉢を圍んで(西塩田時報第4号(1924年4月1日)4頁)	冷　泉という方の「火鉢を圍んで」という作品だと思うが、「幸福な生活・文化生活」について話す二人の会話を記事にしたようなものである。
甲が「幸福な生活・文化生活」についての自分の考えを一方的に話しているようなものであったが、内容も興味深いものであった。また、乙の返答や、最後の会話の終わり部分が面白いなと思った。
▼この記事は以下から参照できます。
#18 『西塩田時報』第4号(1924年1月1日)4頁	2020-12-14
	86	[image: トタン箱育注意要項(『西塩田時報』第127号(1934年6月1日)2頁)]	トタン箱育注意要項(『西塩田時報』第127号(1934年6月1日)2頁)	長野県蚕業試験場の試験成績を抜粋し、箱育のメリットやデメリットについてまとめている。

今回選択したものは、蚕の箱育についての記事だが、西塩田時報には、この他にも多くの蚕関連の記事が掲載されており、上田の人々にとって養蚕がいかに大切であったかを感じることができる。

▼この記事は以下から参照できます。#562 『西塩田時報』第127号(1934年6月1日)2頁	2020-12-14
	87	[image: 禁酒(西塩田時報第1号(1923年7月1日)4頁)]	禁酒(西塩田時報第1号(1923年7月1日)4頁)	飲酒している人に対して、飲酒することのデメリット・飲酒している人の特徴などをいくつも挙げ、禁酒をするよう言っているところが面白い。飲酒に対しては、昔も今もあまり変化なく、この記事は現代でも通用すると感じた。
▼この記事は以下から参照できます。
#4 『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)4頁	2020-12-14
	88	[image: 養狸の将来性と品種の選択について(『西塩田時報』第184号(1939年3月1日)2頁)]	養狸の将来性と品種の選択について(『西塩田時報』第184号(1939年3月1日)2頁)	養狸という言葉が目に留まった。

毛皮獣の飼育を奨励する記事で、事業を成功させるためには、品種の選択に最も注意を払わなければならないということが書かれている。

毛皮獣飼育が普及した社会的・文化的背景やその終息など、さらに深く掘り下げたくなる記事であると感じた。

▼この記事は以下から参照できます。#820 『西塩田時報』第184号(1939年3月1日)2頁	2020-12-14
	89	[image: 謹んで諸兄の御冥福を祈る(『西塩田時報』第17号(1948年7月25日)3頁)]	謹んで諸兄の御冥福を祈る(『西塩田時報』第17号(1948年7月25日)3頁)	第二次世界大戦で亡くなった方々の冥福を祈る内容と、国が行った侵略戦争の悔い嘆くと共に平和への道を築くと誓う内容の記事である。また、戦死した上田市に住む人々の名前や死因などが記載されている。

敗北した日本で生き残り、そして戦争の実態を知って悔恨の念を感じながら平和を実現すると心に誓うという凄絶な内容に心を打たれた。

▼この記事は以下から参照できます。(戦死した方々のリストも以下URLで閲覧可能)
#1021 『西塩田時報[戦後]』第17号(1948年7月25日)3頁	2020-12-13
	90	[image: 君たちは幸福だ（『西塩田時報』第2号(1923年9月1日)4頁）]	君たちは幸福だ（『西塩田時報』第2号(1923年9月1日)4頁）	ヒコーキという作家か匿名住民が、同年に愛人と心中した有島武郎に影響されて自殺していく若者について語っている。

概要は「信じる人に命まで捧げられる君たちは幸福だ。今まで古い考えを壊していくのが若者であり、文化というやつなのだろう。」という感じなのだが、私には「信じる人に後先考えずに命まで捧げちゃう君たち若者はオメデタイ奴らだな」と皮肉っているように見えた。

このヒコーキという人は様々な記事でこのような皮肉を込めたような記事を書いているので、他の号でも探してみたい。

▼この記事は以下から確認できます
『西塩田時報』第2号(1923年9月1日)4頁	2020-12-13
	91	[image: 禁酒（『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)4頁）]	禁酒（『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)4頁）	全体がラップ調に感じられるほどテンポが良く、酒を飲むことで起こる様々な弊害を語っていた。最後には禁酒をして、貯金をしよう、と締めくくられるのだが、授業内であったように若者がこのような文章を書いていると思うと、いかに酒で壊れる部分が多く、いかに金銭的余裕がなかったかを伺わせる。

個人的パンチラインは、「ホントに仕様がない仕方がない。一生出世の望みがない。望みがないからやけが出る。～四百四病の其の本も、貧の病の原因も、酒でないとは言はせない。」のあたり。

▼この記事は以下から確認できます
『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)4頁	2020-12-13
	92	[image: 産業組合欄(『西塩田時報』第181号(1938年12月12日)2頁)]	産業組合欄(『西塩田時報』第181号(1938年12月12日)2頁)	産業組合からの物価高騰による消費節約を進めるお知らせと、鳥の飼育についてのお知らせが記載された記事である。

記事の中には産卵能力を向上させることのできる餌について書かれており、そんな餌の存在を初めて知ったため、何故産卵能力を向上させることが出来るのか、そのメカニズムについて知りたいと大変興味を持った。

戦前からそんなものがあるということは、現在の養鶏場もこういった特別な餌を用いているかどうか気になったため調べてみたいと思う。

▼この記事は以下から参照できます。
#806 『西塩田時報』第181号(1938年12月12日)2頁	2020-12-11
	93	[image: 學校たより(『西塩田時報』第2号(1923年9月1日)3頁)]	學校たより(『西塩田時報』第2号(1923年9月1日)3頁)	保護者の方から小学校児童の体格が良くないといわれたらしく、それに対し学校側が全国平均と比較することで問題ないと回答している記事である。

ここで掲載されている身長・体重・胸囲ともに数字の単位が現在私たちが用いるメートル法とは異なり尺貫法を用いているようだ。以下が私なりに調べて出した数値と現在の全国平均との比較である。

・身長の単位：分(1分=3.0303㎜)
-当時7年生：106㎝(男)105㎝(女)
-現在(令和元年)小学1年生：116㎝(男)115㎝(女)
・体重の単位：匁(1匁=3.74g)
-当時7年生：17㎏(男)16㎏(女)
-現在(令和元年)小学1年生：21㎏(男)20㎏(女)

▼この記事は以下から参照できます。
#7 『西塩田時報』第2号(1923年9月1日)3頁	2020-12-11
	94	[image: 西塩田時報　第113号]	西塩田時報　第113号	私が二番目に面白いと思ったのはこの記事です。
いもち病について書かれていて、内容としてはイネなどがなってしまう病気とのことでした。
お米は貴重な食料資源だったので当時は新聞の一面を飾るほどの出来事だったのではないかと考えます。	2020-12-10
	95	[image: 西塩田時報　第107号]	西塩田時報　第107号	私が一番面白いと感じた点は歌のような俳句のようなものが描かれていく事です。秋から冬に移り変わる寒さや機械の力が人間を大きく上回ってしまったことなどその時の感情が手に取るように分かりやすく書かれています。
言い方は違えど現代と思うことはあまり変わらないのだなと感じました。	2020-12-10
	96	[image: 部落ニュース（『西塩田時報』第132号(1934年11月1日)3頁）]	部落ニュース（『西塩田時報』第132号(1934年11月1日)3頁）	まず目を引いたのは、「部落ニュース」というタイトルである。現代においては差別問題が想起される「部落」という言葉。その言葉が日常の中に生きていた時代の記事ということだ。

タイトルは現代人からすると少し驚くようなものであるが、その中身は今もよく見る、ご近所ニュースといったところである。「○○で工事が行われた」「池に飛び込み人命救助をしたものが表彰された」という内容が続く。

我々を取り巻く社会が変わり、時代が移ろうとも、その中に生きる人々は今も昔も変わらないのだということが感じられた。


▼この記事は以下から参照できます。
#585 『西塩田時報』第132号(1934年11月1日)3頁	2020-12-09
	97	[image: 産業組合で今こそ更正（『西塩田時報』第110号(1933年1月1日)7頁）]	産業組合で今こそ更正（『西塩田時報』第110号(1933年1月1日)7頁）	産業組合の推進を、非常に強い語気で訴えている記事である。

「信頼し、協同し、助け合つて前進せよ！」と最初から情熱を感じられる書き出しであるが、産業組合がどのように優れているのか、これまでの社会がどのように不条理であったかということが熱弁されている。強く否定すること、考えを断じてしまうことは現在は「炎上」を恐れ控えられているが、気持ちよく言い切ってしまっている部分にも時代を感じることが出来ると思う。

今では中々見ることの出来ない、執筆者のオピニオンが前面に押し出された記事であったため、興味深く感じた。

▼この記事は以下から参照できます。
#487 『西塩田時報』第110号(1933年1月1日)7頁	2020-12-09
	98	[image: 何を意識して暮らすべきか (『西塩田時報』第94号(1931年9月1日)4頁)]	何を意識して暮らすべきか (『西塩田時報』第94号(1931年9月1日)4頁)	この記事では戦前の日本における善良的な意思や美徳について記されている。この記事の面白さは、現代の意識との認識のずれだ。

国家に対しての強い愛国心や服従、また、宗教に対する現代にも通じるであろう考え方など、今との相似点や考えられないような相違といった様相が窺え、非常に興味深い。

この記事から現代思想と戦前の思想を比較してその実態を観察してみると、そこからより深い学習につながるかもしれない。

▼この記事は以下から参照できます。
#412 『西塩田時報』第94号(1931年9月1日)4頁	2020-12-09
	99	[image: 抜け切れぬ弊習　村議戦を顧みて (『西塩田時報[戦後]』第5号(1947年5月20日)1頁)]	抜け切れぬ弊習　村議戦を顧みて (『西塩田時報[戦後]』第5号(1947年5月20日)1頁)	この記事は、地方村初めての民主選挙の不完全性や不足点を列挙しているというものだ。この記事の面白い点は、歴史的な変遷の形を地方の目線から見ているということだ。

選挙制度の整備や選挙運動の問題といった改革直後の甘さを感じさせている点は面白く、また歴史的な目線でも学習になる。女性の候補者の問題も今にも名残を感じる課題として歴史を感じた。

こういった戦後の不安定な状況からいかにして立ち上がっていったのかここからの興味が尽きない素敵な記事である。
▼この記事は以下から参照できます。
#989 『西塩田時報[戦後]』第5号(1947年5月20日)1頁	2020-12-09
	100	[image: 農村の若人に捧ぐ（『西塩田時報』第26号(1926年1月1日)4頁）]	農村の若人に捧ぐ（『西塩田時報』第26号(1926年1月1日)4頁）	この記事は、農村の若人に対して捧げたいことが書かれており、それぞれの段落が「若人よ、」という詩のような始まり方で、若人に投げかけるように書かれている。
今でも若者が重要視されることが多いが、この記事が書かれた当時もやはり若人が注目されているように感じ、そして、若者は村や地域にとっては今も昔もとても大きな存在であると感じられる。

▼この記事は以下から参照できます。
#118 『西塩田時報』第26号(1926年1月1日)4頁	2020-12-09
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